The relation of the nursing territory and psychology area by 石井, 京子
大阪市立大学看護短期大学部紀要 第5巻 (203.3)
看護学領域と心理学領域の関わりを考える
大阪市立大学看護短期大学部
石井 京子
THE RELATION OF THE NURSING TERRITORY AND
PSYCHOLOGY AREA
KyokoIsHII
OsakaCityUmiversityColegeofNursing
要 旨
現代社会における人間と人間関係の理解に向けて心理学が目指している方向を述べ､今後､心理学が看護
学とどのような関わりを持って行くことが出来るのかをまとめた｡現在の心理学のよって立つ行動分析を
中心に､心理学の方法論や研究プロセスを紹介し､看護における有用な活用と､相互理解を深めることの
可能性を探った｡特に､今回は社会心理学の活用を中心に述べ､看護者を対象としたアクション･リサー
チの実例を紹介した｡さらに､看護職者が心理学に求める事柄についての調査報告の結果を紹介し､サポ
ートを求めている看護職者の割合が半数以上あること､特に勤務年数が5年以下の看護職者はサポート源
が限定されている現状を示した｡また､人間関係改善のスキル､患者理解のための心理学の基礎的知識､
看護職者のストレス対処方略などについてのサポート希求が高いことをあげ､今後､看護学と心理学とが
相互に有機的な活用が必要であることを論じた｡
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はじめに
現代医療の進歩にはめざましいものがあり､人類に貢
献した反面､それを受ける人間に対する洞察をともすれ
ば忘れがちになったことは否めないであろう｡医療保健
の各領域で働 く看護職者には患者の心身の状態把握と支
援を行い､さらに患者自身が問題に取り組み､主体的に
生きることを支援するともに､家族の社会的 ･心理的問
題も洞察でき､問題解決とサポートする力量が必要とさ
れている｡このように生命の存続そのものに直接向き合
い､主体的に行為を行うことが看護職者には要求されて
いる｡その基礎的知識を支える1つとして､科学として
の心理学があると考えている｡
今を生きる我々には ｢人間｣を理解する力が求められ
ている｡この ｢人間｣にはまず自己と他者があり､さら
には人間集団や社会も含まれている｡このような広範囲
にわたる ｢人間｣を理解することは､この社会を豊かに
生きるためには欠かせない条件の1つとも言える｡様々
な分野が ｢人間｣に関心を持ち､理解しようと取り組ん
できた｡詩や小説などで人間の喜びや苦悩を様々な形で
2ー5-
表現する文学はその代表であろうし､音楽や絵画などの
芸術も多くは人間社会を題材にしている｡古代から現代
までの歴史も人間の行動やその背景を解き明かしてくれ
る｡医学も人間を理解する方法といえるし､その他多く
の学問が主として人間に関心をおいているが､心理学も
人間の精神や行動にあらわれた現象に内在する法則を明
らかにすることを目指している｡看護学は､その専門知
識や技術を生かして人々の健康状態にかかわらず､その
人が安心して生活が出来るように援助する専門領域であ
り､人間を正面から理解すること無しには成り立たない
分野であり､人間理解は看護の中核であると言えよう｡
看護が日常業務の中で経験する患者行動や患者との相
互作用､あるいは職場で生じる問題について､一連のモ
デルや理論的な概念を構築する時に用いやすい学問の 1
つに心理学がある｡例えば､ ｢患者はなぜ､不安を持ち
続けるのであろうか｣とか､ ｢なぜ看護職者にバーンア
ウトする人が多いのだろうか｣という､現象として捉え
られる反応の意味づけや概念を､事柄の背景などから解
釈し､現象の理解を容易にする｡すなわち､患者の心の
動きや認識などを知るときの理論的な役割を果たすこと
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が出来る｡このように看護の現場で見られる現象を心理
学的な知見を加えることで､もう一度概念枠組みを見直
し､より看護ケアに有効な援助が出来るようになると思
われる｡
心理学とはどのような学問だろうか
1)科学としての心理学
心理学とは文字通 り心を扱 う学問であり､心理学
(psychology)とはギリシャ語のpsyche(魂)とlogos(法則 ･
原理)に起源がある｡デカルトは精神が動物精気のコン
トロールを身体に働きかけて機能させるとして心身の相
互作用を考えたが､19世紀に入ってからは自然科学の
思考を取り入れ､心の問題を科学的に解明することが試
みられてきた｡しかし､心は測定することが非常に困難
であるため､近代科学としての心理学は心が映し出され
ると推測される行動 (人間が当面するそれぞれの事態で
引き起こす反応の稔称であり､生理的反応から動作､意
識的活動などを含む)を研究の対象にするようになった｡
こうして現代心理学では主として行動を通じて機能とし
ての心的過程のメカニズムを研究することにより､科学
としての位置を占めることが出来るようになった｡
ここで言うところの科学的とは次の3つの側面を持つ
ことを意味している｡①公共性 :同じ事柄が誰にでも見
出されること②反復性 :同じ事柄を何回測定してもほほ
同一の結果が得られること③体系性 :理論的な整合性が
あること｡現在の心理学はこれらの観点に留意して､客
観的な事実に基づいた行動の仕組みを解明し､行動の予
測やその制御を行うことを目指している｡これは､心理
学だけの課題ではないが､人類の幸福に有用性があるこ
とがその学問の意味として重要であることから､特に重
視される点である｡
2)心理学で用いる測定方法
このような心理学の客観的な事実を収集する方法には
大きく分けて5つある｡
①観察法 :観察カテゴリーや基準を設定せずに､問題に
関連すると思われる行動が生起した場合に､自由に観
察し記録する非組織的 (自由)観察法と､観察するポ
イントを記載した観察カテゴリーや尺度に基づいて､
行動や態度を観察し記録を取る組織的観察法がある｡
前者はさらに観察者がその組織に入り込み､メンバー
と行動をともにしながら観察を行う参与的観察と､集
団の外部から観察を行う非参与的観察がある｡後者は
観察項目を限定して行う小集団研究に多く用いられる｡
②実験法 :人間の行動に影響すると思われる要因をあら
かじめ操作することで､その要因がもたらす影響力を
測定する方法であり､要因間の因果関係を明確にする
ことが出来る｡
③調査法 :観察や実験では捉えにくい内面的な事柄につ
いて､あらかじめ作成した質問紙を用いて､主として
言語的反応としての測定を行う｡
④検査法 :すでに標準化された検査指標 (例えば知能検
査､性格検査)を用いて､個人の特性を明らかにする｡
⑤面接法 :対象の心理的な状態や行動の背景を､直接的
な面接によって了解しようとする｡
心理学研究は､これらの測定方法を適宜用いて､人間の
行動を解明し､その背景にある普遍性や法則性を兄いだ
そうとするのである｡
3)心理学研究のプロセス
研究を行う場合には､まず､問題意識の中から現象を
捉えるための枠組み (モデル)を構築する｡枠組みでは
研究対象をどのような変数で捉えるのかを考える｡その
モデルの構成によって､現象が十分に理解できるか､あ
るいは不十分な考察に終わるかが決まる｡すなわち､モ
デルの構築は研究の成功を左右する重要なプロセスであ
り､後はそのモデルの検証に最適な方法と分析方法を考
案する｡これらの研究方法は､それぞれの研究領域で確
立されている基準に従うことは当然であるが､基本的に
Figl 心理学で用いる研究プロセスの概念図
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は看護学においても同様であると思われる｡
4)心理学の分野
心理学の分野も他の分野同様に様々あり､大きくは実
験心理学と応用心理学に分けられる｡さらに細分化すれ
ば､知覚心理学､学習心理学､発達心理学､社会心理学､
動物心理学､計量心理学､生理心理学､数理心理学､臨
床心理学､異常心理学､教育心理学､産業心理学､宗教
心理学など､これ以外もいろいろな分類がなされている｡
いずれの分野においても人間を理解するための情報や
資料を提供することを目指しており､個人対象では欲求
の原理､学習と記憶の原理､態度 ･行動の原理､発達の
原理､知能､性格､ストレス対処と適応行動など個人の
成長 ･発達 ･変容過程を明らかにしようとする｡集団に
おける人間行動としては､対人認知､態度形成と変容､
リーダーシップ､援助行動､集団圧力､説得､偏見と流
言リスクティキングなどが主な研究対象である｡得られ
たデータをより普遍化するために主として統計手法を用
いて分析するが､観察や面接法で得たデータ分析はこの
限りではない｡このように心理学分野も多種類あり､そ
れぞれが看護場面と結びついて有機的に作用し､お互い
の学問の進展に寄与しているが､本稿では､筆者の専門
領域である社会心理学を中心とした行動科学的視点から
少し論を進めてみたいと思う｡
社会心理学は日常生活の中で人間がどのように行動す
るのか､また､人間と人間の相互作用がもたらす影響や
パターン､あるいはその調整を行う要因を研究している｡
さらにその原理を日常生活に応用し､要因を操作するこ
とによって､より社会が快適な状態になるように方向づ
けを与えることを目指している｡そこから､社会心理学
は看護と深い関連を持つと考えられる｡看護の専門性は
患者である人間の理解と､人間関係の上に成り立つとい
うことが､それを表している｡人間の理解と対人関係を
理解することは看護職者にとって患者や家族を理解し､
あるいは他職種との相互作用過程をより理解する機会を
もたらすであろう｡例えば ｢ひと｣ (患者)はどのよう
に事象 (病気 ･障害 ･看護職者など)を認知し､それを
理解し受容する要因は何であるのか､また､先入観や偏
見がどのように態度形成に影響するのかなど､すでに明
らかになっている心理学の知識を前もって知ることで､
日常で経験する患者行動や態度の理解が進む｡また､心
理学的発達課題や事象のとらえ方との関連を知っておく
ことは患者や家族との相互作用についての洞察を促進さ
せる｡職場の精神衛生の安定や働きやすい職場環境を考
える時に､コミュニケーション技法やリーダーシップ機
能を理解しておくことは有用な手段の1つとなる｡
また､社会心理学ではアクション･リサーチといわれ
る､社会的変化や改善を目的とした実践的な研究を行う｡
LeWinl)は社会心理学の中の特に集団の持つ機能に注目し､
グループ ･ダイナミックスという概念を用いたアクショ
ン･リサーチを推進した｡そして社会的問題を効果的に
解決するためには､理論的研究と実践的活動が統合され
なければならないと提唱した｡その研究方法の特徴は①
現実の中から問題を拾い上げ､実践の中で解決する②現
場の関係者や被験者も研究チームの一員となる③研究の
目標と実践の目標とが一致するように協議する､として
いる｡こうして､現場に根ざした実践研究を行うことで
理論の実生活における有用性を広めていった｡
5)アクション･リサーチ
代表的な実践研究を集団決走法による食生活の改善活
動2'､職場における事故率の低減運動3)4'､ 職場のモラ
ール向上運動5'6)などに見ることが出来る.同様に患者
教育についてもこのモデルは有効と考えられる｡Marsh
&Ma山ensons7)が行った喫煙と健康信念の研究では､人
は自分の喫煙量と病気の関連をより安全なレベルにおく
健康信念を持つことが示され､その信念は対象が属して
いる集団の信念 (集団の準拠枠)であることが多い8)0
従って行為を直接規定するのは行為者の意識であるが､
その強さに主観的規範 (社会的期待)が関与するので､
健康教育は対象に情報を与える健康教育や予防教育のみ
ではなく､個人が帰属する集団への働きかけが必要とな
る｡
一方では､個人の持つ変化に対応する能力としての自
己効力感からの研究もある｡Banbura9'10日 1)は行動変容
における自己効力感を重視し､人は困難な問題をやり通
し､さらに高い目標を設定するとしている｡Maddenet
al12)も主観的統制観 (私は-が出来る)を加えることで､
態度変容モデルの予測力が上昇することを示した｡この
ような個人の変容における信念についての研究は､患者
のセルフケアや予防教育を実施する上で重要と思われる｡
また､社会心理学が人間の日常の相互関係を分析し解
説してきた方法は､看護場面における対人的な相互関係
の理解を進めるのに有用である｡特に､患者との関係､
同僚との関係､上司との関係などの職場の人間関係にお
ける葛藤や､職場のリーダーシップ､職場の精神衛生､
危機管理､組織変革などに､集団力動についての理解が
役立つと思われる｡
看護の職場における小集団活動による組織変革を行っ
たアクション･リサーチを紹介しておきたい13)｡この活
動では人の行動を改善するために設定される目標に焦点
を当てている｡一般に目標を決めることはたやすいが､
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Tablel成功グループと失敗グループの行動目標と採点理由 (吉田,1993)より一部抜粋
目 標 採点理由
成功グルI 1)退院時サマリーを1週間以内に書かせる メモを回して趣旨が徹底するようにした
2)仕事に関する用語について解説した本を読む 目標が具体的で自分の必要に迫られていた
3)関係のある本をみんなで読んで勉強する スタッフが知りたいと思っていた本を選んだ
4)仕事に関するマニュアルを作成する スタッフが必要性を理解した
5 専門知識を得るため息者の病名について調べる 何か 得たいという気持ちが行動を起こさせた
プ中間グ 6)ミーティングでスタッフの意見を開く 一人一人に声をかけたことで意見が出るようになった
7)外来患者の待ち時間を短縮する 医師が協力してくれた
1)全室を毎日巡回する 時間外になってしまい完全には出来なかった
2)問題患者の記録を読み､朝のカンファレンスに備える 時間がなく読めないことがあった
3 感染防止につとめ､消毒を完全にする 集まったナースが少なかつた
ル 4)機材のリストアップをする 年末で忙しく時間がとれなかった
I 6)スタッフが良いことをしたときははめる はめる機会がなかった
プ失 7)専門書を読む 本を読まなくても1日の業務はすむことが多い
1)症例に関するビデオを見て看護の再検討を行う 業務多忙で出席者が得られなかった
2 1週間に1回医学雑誌の抄読会を行う 年末で忙しかつた
敗 3)言葉遣いに注意する 指摘するタイミングを逸した
グループ 4)専門知識を身につける 日数が足りない
5)カンファレンス時に全員が発言できる雰囲気を作る 努力不足
6)行動計画表を作成する 公にしなかつたので周囲から何も言われなかった
それを達成するためには､本人の意思とは別に目標が持
つ性質や条件要因があることを明らかにしたものである｡
まず､総合病院の婦長28名､主任22名が対象の研修会に
おいて､リーダーシップについての講義を行い､その後､
参加者が職場の問題を集団討議し､問題解決のための実
践目標を各自が決定した｡1か月半後の振り返り研修会
で実践評価を行った結果､成功 ･中間 ･失敗グループに
自己評価された (Tablel)｡成功グループの採点理由
には ｢目標の達成が必要と感じられていること｣､ ｢達
成のための方法が具体的でわかりやすいこと｣などがあ
げられた｡さらに目標の意味や内容を理解し意欲づけ､
趣旨を徹底させるために ｢メモを回す｣等の具体的な工
夫が見られた｡一方､失敗グループでは ｢時間がなかっ
た｣､ ｢忙しかった｣など多忙を理由に挙げている割合
が多い｡さらに､ ｢回りが必要性を感じてない｣､ ｢抽
象的だった｣など達成可能な具体的な目標が設定されて
おらず､成功グループの評価と対照的である｡さらに､
｢決めたことを公にしなかった｣という評価もあった｡
これは集団活動における自己決定 (集団決走法)という
重要な問題を含んでいる｡ひとは何かの目標を自己決定
した場合に､その決定を公に ｢決意表明｣することで非
常に実行力が伴うのである｡先にあげたLewin14)が食生
活の改善活動で兄いだしたように､単に講義を聞いたり
集団で話し合ったりするだけでなく､集団討議後に自己
決定を集団メンバーに表明することが効果を強め､さら
に持続性もあることが明らかになっている｡このように､
集団活動としての自己決定が人間の行動や態度の改善に
重要な役割を果たし､目標行動を実現する力になる｡失
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敗グループが目標を職場で公にしなかったことは､自己
内部の目標にとどまってしまったと考えられる｡
しかし､集団が持つ危険性について1つだけあげてお
きたい｡これはグループ･シンキング (集団思考)とい
われるもので､集団が十分に発達していなかったり､凝
集性が非常に高い集団の場合に陥りやすい間違いである｡
自分たちの価値判断を絶対のものとして閉鎖的な思考経
路に落ちいる現象であり､歴史的にもビッグス湾事件は
その典型である｡このように集団決定は集団の成長がキ
ーであり､その成長を促すのは集団のリーダーの役割で
あり責任である｡
看護を取り巻く社会
医療の世界には異なる職種の専門職が働いており､相
互にその特殊性や専門性を認めた協働者であるが､役割
や職業的制限などから指示一命令系統が存在する｡直接
に指示 ･命令を受ける職種から専門性を認められること
は職務満足度を規定する15)が､一方で指示 ･命令が人間
にもたらす作用について興味ある実験がある｡これは権
威と服従実験16)といわれ､権威に基づく命令にどのくら
い人間が服従するかを明らかにしたものである｡新聞で
記憶に関する実験-の参加者 (20-50歳の専門職､ホワ
イトカラー､熟練工など100名)を募 り､実験室でペア
となるもう一人の参加者 (実は実験補助者)を紹介され
る｡くじ引きにより応募者は教師役となり､生徒役であ
る実験補助者が単語学習を間違うと､罰に電気ショック
を与えるという課題を行う｡電気ショックは15Vから
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450Vまであり､応募者は前もって電気ショックを体験
しておく｡応募者は補助者が問題を間違うたびに実験者
から罰を与えるように言われ､順次その電圧をあげるよ
うに指示される｡実際には電気ショックは伝わらず準備
されたテープを流すのであるが､応募者は本当に罰が補
助者に伝わっていると信じていた｡40人の精神科医師の
予想では､強度の電圧にはほとんどの応募者は従わない
だろうとされたが､実験で指示に従わなかったのは遠隔
条件(隣室で声も聞こえない)の場合は34%､隣室の声が
聞こえるフィー ドバック条件では37.5%､同室の近接条
件では60%であった｡この実験が意味することは､指示
一命令系統下で人間はいかに無批判に行動を起こすかと
いうことであり､それが相手に苦痛を与えることが明ら
かな場合でも命令に従う傾向を持つという点であった｡
このような実験結果がどのような場面でも起こるとは
考えにくいが､権威を持った人間からの指示 ･命令には
行為の内容を検討し､自分で判断せずに服従する傾向を
人間が持つという特性に留意することが必要であろう｡
役割は人の行動の形成に重要であり17)､特に､その行為
が自分の適切な役割と一致していると考えた場合には､
自主的な判断をせずに命令に従いやすいことを示してい
る｡看護職者は医療者として指示 ･命令に従う義務があ
り､指示 ･命令で行われる役割としての事柄は多いと思
われる｡しかし､同時に看護場面では看護職者は患者の
擁護者でもある｡従って､この両側面を意識化しておく
ことが重要であろう｡ この実験と類似のことは看護職者
に対するストレス研究からも､ ｢医師に患者に不適当な
処置をするように命じられる｣等のストレスが兄いださ
れている18)が､これなどはまさに服従実験で見られた､
自分の意志と命令との狭間で苦悩する姿を現 しているよ
うである｡
看護と心理学の関わり
看護と心理学の関わりについて､どのように心理学 ･
サイコロジストが関わりを持つことが期待されているの
かを調査した研究19)から見てみよう｡対象はo県看護協
会の研修会に参加した561名の看護職者 (看護師487名､
准看護師37名､助産師 ･保健師11名､無記入26名)､平
均年齢32.5歳､勤続年数平均10.6年である｡留め置き調
査の結果､仕事の悩みや問題に対して誰かにサポートし
て欲しいという要請が264名(53%)と半数以上にあった｡
そのサポート源を経験年数別に見ると､経験が6年以上
の看護職者は同僚､家族､サイコロジスト､医療行政な
ど多種にわたるが､5年以下の看護職者は同じ職場の看
ー29-
TabLe2 心理学･サイコロジストに期待するサポート内容
(上野ら､2000)
サポート内容･項目 人数 %
1.人間関係 85 19.41
･リーダーシップの取り方について知りたい 31
･同僚との人間関係の改善について知りたい 23
･上司との人間関係の改善について知りたい 20
･患者との人間関係の改善について知りたい 11
2.効果的看護法 82 18.72
･効果のある看護の仕方について知りたい 51
･看護研究の方法について知りたい 31
3.心理相談 61 13.93
･カウンセリングを受けたい 47
･話を聞いてもらいたい 14
4.心理学の基礎知識
･性格について知りたい
･心の病気について知りたい
･子どもについて知りたい
･老人について知りたい
･性について知りたい
･青年について知りたい
60
32
13
ll
2
1
1
5.面接技術 45 10.27
･面接技術について知りたい 45
6.ストレスとその対処方法 43 9.82
･ストレスとその対処方法について知りたい 43
7.死､人生 36 8.22
･死や人生について知りたい 36
8.その他 26 5.94
･その他 15
･思いやりについて知りたい 11
合 計 438 100
護職者と職場外の友人のみに限定されたサポートしか持
っていなかった｡心理学やサイコロジストにどのような
サポートを期待するのかを､カテゴリーごとにまとめた
のがTable2である (複数回答や無回答を除く438名)0
まず､リーダーシップの取 り方や､患者 ･同僚 ･上司と
の人間関係の改善の仕方があげられ､職場の人間関係に
多くの問題があることを示している｡次いで､効果的な
看護方法や看護研究の方法についてで､これは効果的な
看護についての悩みと思われる｡また､自身がカウンセ
リングを受けたい､話を聞いてもらいたいという､スト
レスフルな職場で働く看護職者が多くの悩みを抱え､そ
れらに対処していくための方略を求めていることが示さ
れている｡さらに､心理学の基礎知識を知りたい､面接
技術について知りたい､死や人生について知りたいなど､
患者をケアし看取る上で欠かせない知識や技術に対する
サポートの希望が示されている｡特に看護職に多いバー
ンアウト傾向高群はス トレス対処法を知 りたいという希
望が強いなど､職場における困難な状況に対する援助を
強く求めていた｡
このように､多くの看護職者は心理学やサイコロジス
トに多方面からの援助を期待していたが､内容をみると
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いくつかの特徴がある｡まず､職場の人間関係に関する
問題-のサポート希望が最も多く､中でも職場の人間関
係改善のニードが強い｡特にリーダーシップの取り方に
ついての要望が強いことは､新人教育やチーム医療の実
践でさまざまな問題を抱えていることや､また､スタッ
フや患者､あるいは家族との人間関係に問題が多いこと
が示唆される｡新人教育については他の調査20)でも難し
いと感じた割合が95.3%にあり､その指導について誰か
に相談したのは84.1%であった｡このように新人教育に
おけるリーダーシップの取り方についての困難度は高い｡
これらの人間関係スキル､特に職場のリーダーシップ教
育は社会心理学や臨床心理学でも研究対象にしている課
題である｡特に集団との関わりを通して人間を科学的に
理解することが先にも述べたグループ ･ダイナミックス
分野であることから､看護教育や卒後研修での人間関係
やグループ ･ダイナミックスなどについての学習の機会
が有効な援助となると思われる｡
効果的な看護についてのサポートには､患者の心理に
ついての理解や､患者や家族とのコミュニケーション､
あるいは医療現場では切り離せない障害や死の理解と援
助などの発達心理学､健康心理学､臨床心理学､社会心
理学の知見や実践技術が役に立つと思われる｡特に患者
理解については発達課題や健康から不健康-の受け止め
などの理解が有用であろう｡看護職者自身のストレス対
処方略に関するサポートの希望や職務ストレスに対する
研究も､心理学領域でよく行われる研究分野である｡例
えばFolkn an&LはaruS21)らによるストレスコ-ビング研
究により､問題解決型対処と情動中心型対処が明らかに
されて以来､多数の研究がなされている2)23)24)25)26)2㌔ 看護
職者対象にも多くの研究が行われ28)28)30)31)､経験を積んだ
看護職者からは問題解決対処､感情調整対処､回避的対
処が抽出されている｡一方､新人看護職者を対象にした
星ら32)は問題解決対処､支援探求対処､回避楽観対処､
自責内省対処を抽出し､経験を積んだ看護職者では問題
解決対処行動に含まれる ｢多くの人の意見を聞いて参考
にした｣､ ｢誰かに頼んでやってもらう｣などの支援探
求対処を新人では独立した因子として兄いだし､新人期
看護職者のサポートのあり方について新しい知見を示し
ている｡
面接技術や死 ･人生についてのサポート希望も多く見
られたが､これらについては臨床心理学､健康心理学､
発達心理学などの知識や技術を有機的に活用することが
出来る｡ 医療現場では障害やターミナルケア､あるいは
死は避けることが出来ない課題であり､それだけに看護
者にとってもストレスの大きい課題である｡これらに対
しては､学校教育でも発達心理学などで人間の発達課題
の1つとして､健康と障害 ･死の意味 ･死の準備教育な
どについて学習している｡さらに卒業後も研修を続ける
中から様々な領域の考え方やとらえ方を知り､職場での
職務遂行に有益に生かすことが必要であろう｡また､病
院内における患者や家族に対するカウンセリングや心理
相談などをあわせて行うことにより､喪失への心の準備
や不安の軽減､あるいは罪悪感からの脱却と立ち直りへ
の取り組みなど､専門的な援助も可能となる｡
看護研究に関しては､心理学で行われる仮説検証の考
え方に基づく実験法､調査法､観察法､事例研究法など
各種の研究方法を活用することも有効と思われる｡また､
心理学では知能や性格等の標準化された検査や､社会的
態度などについては多種類の測定尺度の開発を行ってお
り､これらの心理 ･社会的測定尺度を看護研究に用いる
ことで､対象の理解に有効なデータを得ることが出来る
であろう｡その際､尺度の持つ特性を知り､新たに項目
作成を行ったときには信頼性や妥当性を検討することに
注意することが必要である｡また､データの分析や統計
処理についても､すでに開発されている方法を利用して
有益な解析を行うことができる｡
おわりに
心理学は看護学と接近した領域であることから､それ
ぞれの学問の基盤を尊重しながら､相互にその蓄積した
ノウハウを活用することで､さらに人間の幸福に寄与で
きることが示されたと言えよう｡心理職は人間を対象に
しながらも職業的資格などの問題から､一部の臨床心理
学分野を除けば､真にそれを必要としている対象と向き
合う機会が得にくいきらいがあった｡しかし､それを必
要としている対象がいるという現実があり､蓄積した知
識や技術があるのであれば､それらを有効に活用するこ
とを心がける必要があろう｡近年､看護研究の論文にお
いても心理学など他分野の研究者との共同研究が多数見
受けられるようになって来た｡それぞれの専門分野を生
かしながら､相互の知見をより発展させていく学際的な
研究活動および実践活動が､今後ますます推進されるこ
とを期待したい｡
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